
芦
津
実
全
と
『
真
正
哲
学
殺
活
自
在
論
』

藤

田

和

敏

は
じ
め
に

本
稿
は
、
明
治
一
〇
年
代
か
ら
同
二
〇
年
代
に
か
け
て
天
台
宗
務
庁
職
員
を
務
め
た
芦
津
実
全
の
活
動
に
つ
い
て
、
著
書
で
あ
る
『
真

正
哲
学
殺
活
自
在
論
』
な
ど
を
素
材
に
思
想
面
か
ら
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

明
治
初
期
の
天
台
宗
は
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
三
月
一
七
日
に
新
政
府
が
実
施
し
た
神
仏
分
離
令
の
発
令
な
ど
に
よ
り
大
打
撃
を

蒙
っ
た
。
拙
著
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
近
世
の
天
台
宗
は
諸
国
の
東
照
宮
や
大
社
、
中
世
の
荘
園
鎮
守
を
前
身
と
す
る
郷
鎮
守
な
ど

の
神
宮
寺
を
末
寺
化
し
て
幅
広
く
教
線
を
伸
ば
し
て
い
た
が
、
神
仏
分
離
令
に
よ
っ
て
神
宮
寺
の
破
却
と
社
僧
の
還
俗
が
推
し
進
め
ら
れ

た
結
果
、
教
団
組
織
の
大
幅
な
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ま
た
、
江
戸
幕
府
の
崩
壊
に
伴
い
、
輪
王
寺
宮
と
寛
永
寺
執
当
を
核
と
す
る

近
世
的
な
教
団
の
権
力
構
造
が
解
体
さ
れ
た
た
め
に
、
中
世
の
天
台
宗
を
統
轄
し
た
青
蓮
院
・
妙
法
院
・
梶
井
の
三
門
跡
で
構
成
さ
れ
る

三
御
門
室
が
延
暦
寺
を
拠
点
に
教
団
組
織
の
再
編
成
を
試
み
る
が
、新
政
府
に
よ
る
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
五
月
の
門
跡
廃
止
命
令
と
、

同
五
年
（
一
八
七
二
）
四
月
二
五
日
の
教
導
職
制
度
開
始
に
よ
っ
て
、
延
暦
寺
衆
徒
な
ど
が
教
導
職
管
長
を
務
め
る
新
た
な
教
団
の
体
制

が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

明
治
期
の
天
台
宗
に
と
っ
て
傷
つ
い
た
教
団
組
織
の
拡
充
は
最
大
の
課
題
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
本
論
で
述
べ
る
よ
う
に
、
芦
津
実

全
は
天
台
宗
の
僧
侶
と
し
て
得
度
し
た
後
に
、
宗
務
庁
職
員
に
就
任
し
て
教
団
の
布
教
活
動
を
取
り
仕
切
る
こ
と
で
そ
の
問
題
に
立
ち
向

（1） 
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か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
芦
津
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
批
判
に
対
抗
し
て
仏
教
の
真
理
性
を
訴
え
た
『
明
教
新
誌
』

紙
上
の
論
説
「
寂
滅
弁
」
を
分
析
し
た
星
野
靖
二
と
、
信
教
の
自
由
な
ど
近
代
憲
法
の
原
理
原
則
に
つ
い
て
の
態
度
を
『
憲
法
正
眼
東
洋

新
仏
法
』
か
ら
検
討
し
た
頼
松
瑞
生
の
論
考
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
星
野
は
仏
教
徒
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の
論
争
、
頼
松
は
当
該

期
に
お
け
る
知
識
人
の
憲
法
認
識
と
い
う
視
点
か
ら
芦
津
の
思
想
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
宗
務
庁
職
員
と
し
て
の
社
会
的
立
場
を
踏
ま
え

た
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
芦
津
の
当
該
期
に
お
け
る
思
想
形
成
に
つ
い
て
天
台
宗
教
団
組
織
の
展
開
を
踏
ま
え
な
が
ら

分
析
す
る
。

ま
た
、
芦
津
は
臨
済
宗
相
国
寺
派
初
代
管
長
で
あ
る
荻
野
独
園
に
参
禅
し
て
お
り
、
禅
思
想
に
つ
い
て
の
造
詣
も
深
か
っ
た
。
彼
の
論

説
は
天
台
教
学
と
禅
思
想
と
の
関
連
の
中
で
著
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
両
者
の
関
係
性
を
腑
分
け
し
な
が
ら
考
察
し
た
い
。

一
　
明
治
一
〇
年
代
の
芦
津
実
全
と
「
摩
訶
止
観
現
益
論
」

１　

芦
津
実
全
の
経
歴

ま
ず
、
青
年
期
ま
で
の
芦
津
実
全
の
経
歴
に
つ
い
て
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
に
相
国
寺
塔
頭
長
得
院
住
職
小
畠
文
鼎
が
編
集
し

た
臨
済
宗
僧
侶
の
伝
記
集
で
あ
る
『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
か
ら
ま
と
め
て
お
く
。

芦
津
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
紀
伊
国
和
歌
山
で
生
ま
れ
た
。
父
親
の
幸
策
は
和
歌
山
藩
の
士
分
で
あ
っ
た
が
、
芦
津
は
若
く

し
て
出
家
を
志
し
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
天
台
宗
の
僧
侶
と
し
て
得
度
し
て
い
る
。

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
芦
津
は
上
京
し
、
麻
布
天
真
寺
で
臨
済
宗
相
国
寺
派
初
代
管
長
荻
野
独
園
に
相
見
し
た
。
荻
野
は
、
当
該

期
の
臨
済
宗
を
代
表
す
る
僧
侶
で
あ
る
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
相
国
寺
住
職
と
な
り
、
同
五
年
の
教
導
職
制
度
開
始
と
と
も
に
上

京
し
て
大
教
院
院
長
と
曹
洞
宗
・
臨
済
宗
・
黄
檗
宗
の
三
宗
が
合
同
し
て
結
成
さ
れ
た
「
禅
宗
」
管
長
に
就
任
、
神
道
国
教
化
政
策
に
対

（2） 

（3） 
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抗
し
て
新
政
府
に
宗
教
活
動
の
自
由
を
訴
え
た
。
芦
津
が
荻
野
と
の
関
係
を
結
ん
だ
理
由
は
不
詳
で
あ
る
が
、
相
見
後
に
芦
津
は
荻
野
に

師
事
し
、
天
台
宗
の
僧
籍
を
持
っ
た
ま
ま
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
冬
に
相
国
僧
堂
で
荻
野
に
参
禅
す
る
。
こ
の
年
以
降
は
毎
年
参
禅

し
、「
蘊
奥
を
究
尽
」
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
荻
野
が
死
去
し
た
後
に
、
相
国
寺
派
二
代
目
管
長
中
原
東

岳
か
ら
印
可
を
受
け
た
。

芦
津
は
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
に
東
京
で
結
成
さ
れ
た
明
道
協
会
に
参
加
し
て
い
る
。
池
田
英
俊
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
明
道
協

会
と
は
長
州
藩
出
身
の
陸
軍
軍
人
で
あ
る
鳥
尾
得
庵
の
発
起
に
よ
る
在
俗
仏
教
者
を
中
心
と
す
る
仏
教
結
社
で
あ
り
、
従
来
の
一
宗
一
派

を
越
え
た
四
恩
十
善
を
基
調
と
す
る
通
仏
教
主
義
を
主
張
し
て
幅
広
い
支
持
を
受
け
た
。
池
田
は
、
明
道
協
会
の
よ
う
な
仏
教
教
会
・
結

社
が
、
明
治
八
年
の
教
部
省
に
よ
る
「
信
教
自
由
の
口
達
」
を
契
機
に
同
一
〇
年
代
後
半
に
は
全
国
各
地
で
結
成
さ
れ
た
こ
と
、
各
宗
派

協
同
の
組
織
の
中
で
新
し
い
人
間
関
係
が
発
展
す
る
機
会
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

明
道
協
会
は
、
仏
教
各
宗
派
の
僧
侶
も
「
福
田
衆
」
と
し
て
加
盟
を
認
め
て
お
り
、
そ
の
中
で
優
れ
た
僧
侶
を
導
師
と
し
て
拝
請
し
た
。

荻
野
独
園
は
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
三
月
に
導
師
と
し
て
招
か
れ
て
『
碧
巌
録
』
の
提
唱
を
行
っ
て
い
る
。
同
月
に
作
成
さ
れ
た
明

道
協
会
本
部
役
員
の
一
覧
に
よ
れ
ば
、
芦
津
に
は
福
田
衆
幹
事
と
い
う
役
職
が
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
庶
務
幹
事
に
は
当
時
の
仏
教
界
唯

一
の
新
聞
『
明
教
新
誌
』
の
主
宰
者
で
あ
っ
た
啓
蒙
思
想
家
大
内
青
巒
が
就
任
し
て
お
り
、『
明
教
新
誌
』
に
は
明
道
協
会
の
規
則
や
活

動
報
告
な
ど
の
記
事
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

２　
「
摩
訶
止
観
現
益
論
」
の
内
容

芦
津
は
、
表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
か
ら
同
一
六
年
（
一
八
八
三
）
に
か
け
て
『
明
教
新
誌
』
誌
上
に

一
四
本
の
論
説
を
寄
稿
し
て
い
る
。
明
道
協
会
の
活
動
を
通
じ
て
大
内
に
親
近
し
た
こ
と
が
寄
稿
の
契
機
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
節

で
は
、
最
も
分
量
の
多
い
論
説
で
あ
る
№
６
「
摩
訶
止
観
現
益
論
」
か
ら
、
当
該
期
に
お
け
る
芦
津
の
思
想
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（4） 

（5） 

（6） 

（7） 

（8） 
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「
摩
訶
止
観
現
益
論
」
は
、『
明
教
新
誌
』

一
二
九
七
号
か
ら
一
四
三
四
号
に
か
け
て
一
九
回

に
分
割
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
表
２
の
よ
う
に
序

文
と
第
一
篇
～
第
六
篇
に
分
か
れ
て
い
る
。
序
文
に

は
執
筆
の
経
緯
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
史
料
１
）

予
、
昨
年
四
月
弘
教
書
院
に
入
て
諸
大
徳
の
末

班
に
陪
し
、
容
易
に
縁
山
秘
蔵
の
三
大
蔵
を
校

讐
す
る
の
勝
縁
に
値
遇
し
た
る
は
実
に
幸
甚

歓
喜
に
堪
へ
ざ
る
な
り
、
而
し
て
曩
日
我
が
宗

祖
智
者
大
師
所
説
の
摩
訶
止
観
を
閲
読
す
る

を
得
た
り
、
予
、
往
年
難
治
の
病
症
に
罹
り
、

薬
餌
口
に
入
ら
ず
、
殆
と（

マ
マ
）ん

死
地
に
陥
ら
ん
と

せ
し
が
、
頼
ひ
に
本
書
の
庇
蔭
に
由
り
て
治
術

を
解
し
、
頻
り
に
内
観
を
試
ミ
て
蘇
生
す
る
こ

と
を
得
た
る
は
全
く
斯
文
の
現
益
な
り
、（
中

略
）
予
は
唯
本
書
に
就
て
其
最
と
も
利
益
の
著

し
る
し
き
処
を
摘
示
し
、
篇
を
重
ね
章
を
逐

て
、
本
誌
に
登
録
せ
ん
と
欲
す
る
の
み

- 1 -

表１ 明治14年から同16年までの『明教新誌』上の芦津の論説

№ 論題 掲載号

1 寂滅弁（第1篇～第2篇） 1219～1221、1347～1350、1352、1353

2 読西山夜話有感 1224～1225

3 報恩説 1234～1241

4 再読西山夜話 1249～1250

5 明治十四年除夕説話 1264～1267

6 摩訶止観現益論（第1篇～第6篇） 1297～1298、1300～1302、1363、1364、1366、1417、1419、14

21、1423、1425、1426、1428、1430、1432、1434

7 実相円随沙弥小伝 1362

8 清国仏法の現況を報す 1437～1439、1441、1443、1445、1447

9 聞日本宗教新誌発兌書感 1449、1451

10 荅谷井宗右衛門氏 1453、1455

11 答美山式氏 1458、1460、1462、1464、1468、1470

12 宗教の盛衰は教師の勤情に在る 1476、1477

を論ず

13 縮刷大蔵経竣功の日を俟つ 1490、1491

14 読天台宗教意書感 1500、1502

表２ 「摩訶止観現益論」の内容

章立て 掲載号 内容

序 1297 執筆の動機

第１篇 1298、1300～1302 天台止観の概要と歴縁対境止観についての解説

第２篇 1363、1364、1366 五略（発大心・修大行・感大果・裂大綱・帰大処）の

要旨と発大心についての解説

第３篇 1417、1419、1421、1423、1425、 修大行についての解説であり、四種三昧を常坐三昧(1

1426、1428、1430、1432、 417、1419)→常行三昧(1421)→半行半坐三昧(1423)→

非行非坐三昧(1425～1432)の順で説明

第４篇 1434 感大果についての解説

第５篇 1434 裂大綱についての解説

第６篇 1434 帰大処についての解説

表４ 洞山五位頌

正中偏 三更初夜月明の前、怪しむ莫れ相逢うて相識らず、隠々として猶旧日の妍を懐く

偏中正 失暁の老婆古鏡に逢う、分明覿面別に真無し、争奈でか頭に迷うて還って影を認めん

正中来 無中に路有り塵埃を隔つ、但だ能く当今の諱に触れず、也た前朝断舌の才に勝れり

兼中至 両刃鋒を交えて避くることを須いず、好手猶お火裏の蓮の如し、宛然自ら衝天の気有り

兼中到 有無に落ちず誰か敢えて和せん、人々尽く常流を出でんと欲す、折合還って炭裏に帰して坐す

※平田高士「洞山五位頌」（『講座禅』6、筑摩書房、1968年）から引用
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史
料
１
の
冒
頭
に
見
ら
れ
る
弘
教
書
院
と
は
、
浄
土
宗
の
福
田
行
誡
ら
設
立
し
た
日
本
で
最
初
の
金
属
活
字
を
使
用
し
た
漢
訳
大
蔵
経

『
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
』
の
版
元
で
あ
る
。
弘
教
書
院
で
は
、増
上
寺
所
蔵
の
大
蔵
経
を
底
本
と
し
て
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
か
ら
『
大

日
本
校
訂
大
蔵
経
』
の
校
合
作
業
を
開
始
し
た
が
、
福
田
が
『
明
教
新
誌
』
に
寄
稿
し
た
「
弘
教
書
院
大
蔵
校
讐
諸
大
徳
の
欠
員
を
増
補

せ
ん
こ
と
を
勧
請
す
る
牒
」
と
題
す
る
論
説
で
、「
大
蔵
数
千
巻
の
校
正
其
挙
容
易
に
あ
ら
ず
、
思
ふ
に
五
十
余
員
の
校
者
を
得
て
勉
強

の
力
を
加
ふ
る
に
非
ざ
れ
ば
、
兼
て
期
約
の
歳
月
を
以
て
成
満
す
る
こ
と
を
難
か
ら
ん
、（
中
略
）
方
今
漸
く
校
者
二
十
余
人
を
得
た
れ

と
も
、
未
だ
所
念
の
半
に
至
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
担
当
者
の
不
足
か
ら
作
業
は
困
難
を
極
め
た
。
そ
の
た
め
、
弘
教
書
院
は

明
治
一
四
年
三
月
末
に
仏
教
各
宗
派
に
呼
び
か
け
、
管
長
の
責
任
で
人
選
さ
れ
た
校
合
者
を
集
め
て
新
た
に
校
讐
場
を
開
設
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
芦
津
は
天
台
宗
か
ら
選
出
さ
れ
、増
上
寺
経
蔵
の
天
台
関
係
典
籍
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
の
で
あ
る
。
史
料
１
で
は
、芦
津
は

長
年
難
治
の
病
気
に
罹
っ
て
い
た
が
、校
合
作
業
の
中
で
閲
読
し
た
『
摩
訶
止
観
』
に
基
づ
き
内
観
法
を
実
践
し
て
病
気
を
治
し
た
こ
と
、

そ
の
よ
う
な
『
摩
訶
止
観
』
の
利
益
が
著
し
い
点
を
論
説
の
中
で
紹
介
し
た
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
摩
訶
止
観
現
益
論
」
で
の
芦
津
の
執
筆
姿
勢
は
、
第
三
篇
の
冒
頭
に
「
予
、
今
此
方
法
（
四
種
三
昧
の
行
儀
方
法
＝
筆
者
註
）
に
就

て
止
観
の
全
文
を
載
録
し
て
以
て
自
他
修
道
の
一
助
に
供
せ
ん
と
欲
す
、
諸
君
も
亦
只
意
の
在
る
処
を
領
会
し
て
、
文
の
長
冗
な
る
を
尤

む
る
な
く
ん
は
幸
甚
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、基
本
的
に
『
摩
訶
止
観
』
の
祖
述
を
心
が
け
る
も
の
で
あ
っ

た
。「
摩
訶
止
観
現
益
論
」
と
『
摩
訶
止
観
』
の
内
容
を
比
較
す
る
と
、
第
二
篇
は
『
摩
訶
止
観
』
巻
之
一
、
第
三
篇
～
第
六
篇
は
『
摩

訶
止
観
』
巻
之
二
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
箇
所
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。

し
か
し
、「
摩
訶
止
観
現
益
論
」
に
芦
津
自
身
の
主
張
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
第
一
篇
に
お
い
て
芦
津
は
、「
大
師
は

四
三（

種
脱
）昧

の
中
に
於
て
殊
に
非
行
非
坐
三
昧
（
亦
た
随
自
意
三
昧
と
云
ふ
）
を
詳
か
に
説
き
た
ま
へ
り
」、
す
な
わ
ち
天
台
智
顗
が
四
種
三

昧
の
う
ち
で
非
行
非
坐
三
昧
を
重
視
し
て
い
た
と
論
じ
、
続
い
て
『
天
台
小
止
観
』
第
六
章
の
歴
縁
対
境
止
観
部
分
を
要
約
し
て
掲
載
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
『
摩
訶
止
観
』
巻
之
二
に
お
け
る
非
行
非
座
三
昧
の
説
明
は
長
文
に
わ
た
る
が
、『
摩
訶
止
観
』
全
体
を
見
た
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場
合
に
歴
縁
対
境
止
観
が
坐
禅
止
観
よ
り
も
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
の
で
あ
り
、
芦
津
は
非
行
非
坐
三
昧
を
重
視
す
る

独
自
の
見
解
を
持
っ
て
い
た
と
評
価
で
き
る
。

そ
の
よ
う
な
芦
津
の
視
点
は
、
第
一
篇
で
近
世
中
期
の
臨
済
僧
白
隠
慧
鶴
の
言
葉
で
あ
る
「
動
中
の
工
夫
は
静
中
の
工
夫
に
勝
る
こ
と

百
千
億
倍
な
り
」
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
常
生
活
に
お
け
る
動
中
の
工
夫
に
比
重
を
置
く
白
隠
禅
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
白
隠
は
「
隻
手
音
声
」
の
公
案
を
新
た
に
創
出
す
る
な
ど
、
臨
済
宗
僧
堂
に
お
け
る
指
導
法
を
体
系

化
・
効
率
化
し
た
僧
侶
で
あ
り
、
芦
津
の
師
で
あ
る
荻
野
独
園
を
始
め
と
し
て
、
明
治
以
降
の
臨
済
宗
僧
堂
の
師
家
は
す
べ
て
白
隠
の
法

を
受
け
継
い
で
い
た
。

白
隠
は
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
肥
前
蓮
池
藩
主
鍋
島
直
恒
に
差
し
出
し
た
書
状
を
編
集
す
る
形
式
の
仮
名
法
語
『
遠
羅
天
釜
』

を
刊
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
巻
之
上
に
は
「
一
切
処
ニ
於
イ
テ
受
用
ス
ル
底
ノ
気
力
ヲ
得
ン
ト
ナ
ラ
バ
、
動
中
ノ
工
夫
ニ
越
ヘ
タ
ル
事
ハ

侍
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
遠
羅
天
釜
』
巻
之
上
は
、
武
士
が
多
様
な
日
常
業
務
の
中
で
如
何
に
し
て
修
行
し
見
性
す
る
か

を
説
く
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
右
の
よ
う
に
動
中
の
工
夫
の
重
要
性
が
論
じ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、「
静
中
ノ
人
ハ
必
ズ
動
中
ニ
ハ
入
ル

事
ヲ
得
ズ
、
偶
動
境
塵
務
ノ
中
ニ
入
ル
時
ハ
、
平
生
ノ
会
所
得
力
ハ
、
迹
ト
形
モ
ナ
ク
打
失
シ
、（
中
略
）
卑
興
ノ
働
キ
モ
間
々
多
キ
者

ニ
侍
リ
」
と
、
坐
禅
の
み
の
修
行
は
日
常
生
活
で
は
役
に
立
た
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
芦
津
は
明
治
一
〇
年
か
ら
荻
野
に
師
事
し
て
相
国
僧
堂
に
通
参
し
て
い
る
。
坐
禅
の
実
践
に
取
り
組
む
中
で
逢
着

し
た
様
々
な
疑
問
を
解
決
す
る
上
で
、『
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
』
校
訂
作
業
に
お
い
て
初
心
者
・
初
学
者
に
基
準
を
置
い
て
説
い
て
い
る
『
摩

訶
止
観
』
を
閲
読
す
る
機
会
を
得
た
の
は
裨
益
す
る
点
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
経
験
が
「
摩
訶
止
観
現
益
論
」

で
の
『
摩
訶
止
観
』
を
祖
述
す
る
姿
勢
に
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
芦
津
の
『
摩
訶
止
観
』
解
釈
に
は
白
隠
禅
か
ら
示

唆
を
受
け
て
い
る
部
分
も
見
受
け
ら
れ
た
。

次
章
で
は
、
右
の
よ
う
な
芦
津
の
思
想
が
、
明
治
二
〇
年
代
に
い
か
な
る
展
開
を
遂
げ
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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二
　
明
治
二
〇
年
代
の
芦
津
実
全
と
『
真
正
哲
学
殺
活
自
在
論
』

１　

天
台
宗
務
庁
職
員
と
し
て
の
芦
津
実
全

天
台
宗
は
、
明
治
一
〇
年
代
の
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
近
代
的
な
教
団
運
営
を
行
う
組
織
基
盤
を
形
成
し
て
い
る
。
本
節
で
は
、
宗

務
庁
職
員
で
あ
る
芦
津
が
そ
の
過
程
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
論
じ
て
お
き
た
い
。

明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
、
天
台
宗
初
め
て
の
議
会
で
あ
る
「
大
会
議
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
同
年
四
月
二
〇
日
に
天
台
宗
管

長
大
杉
覚
宝
名
で
出
さ
れ
た
「
大
会
議
告
文
」
に
よ
れ
ば
、
①
「
学
林
を
扶
起
し
て
教
行
を
翼
張
す
る
事
」、
②
「
宗
務
を
改
理
し
て
本

末
を
維
持
す
る
事
」
と
い
う
二
つ
の
綱
目
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
謳
わ
れ
た
。
大
会
議
は
六
月
一
〇
日
に
開
会
し
、
二
八
日
に
閉
会

し
て
い
る
。
八
月
に
は
、
明
治
八
年
の
神
仏
合
同
大
教
院
廃
止
以
来
の
天
台
宗
に
お
け
る
宗
務
機
関
で
あ
っ
た
天
台
宗
大
教
院
が
、
天
台

宗
務
庁
に
改
称
さ
れ
て
い
る
。

明
治
一
〇
年
代
に
は
、
延
暦
寺
の
伽
藍
は
荒
廃
が
進
ん
で
い
た
。
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
四
月
に
明
治
天
皇
の
命
令
を
受
け
て
比

叡
山
を
巡
覧
し
た
大
蔵
卿
大
隈
重
信
は
、
太
政
大
臣
三
条
実
美
に
提
出
し
た
陳
述
書
の
中
で
、「
堂
宇
ハ
頽
廃
シ
、
山
院
ハ
荒
廃
シ
、
其

甚
シ
キ
戒
壇
院
ノ
如
キ
棟
架
腐
朽
、
雨
潦
室
ニ
満
ツ
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
明
治
一
四
年
に
天
台
宗
は
伽
藍

復
興
の
勧
進
を
目
的
と
す
る
崇
叡
会
を
久
邇
宮
朝
彦
親
王
を
会
長
と
し
て
発
足
さ
せ
て
い
る
。
明
治
一
七
年
に
作
成
さ
れ
た
「
崇
叡
会
規

則
」
で
は
、
第
四
条
で
「
資
金
の
員
額
は
五
十
万
円
を
目
途
と
し
、
明
治
十
五
年
九
月
よ
り
明
治
二
十
年
八
月
ま
で
満
五
ヶ
年
間
に
之
を

勧
進
募
集
す
る
も
の
と
す
」、
第
五
条
で
「
本
会
は
右
期
限
の
間
、
官
の
許
可
を
得
て
四
方
に
勧
進
委
員
を
派
出
し
、
又
は
府
県
に
府
県

勧
進
委
員
を
置
き
、
以
て
信
徒
の
喜
捨
布
施
を
催
か
す
べ
し
」
と
さ
れ
て
お
り
、
勧
進
目
標
を
五
〇
万
円
に
設
定
し
、
全
国
に
勧
進
委
員

を
派
遣
し
て
喜
捨
を
募
る
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。
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明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
に
は
「
天
台
宗
宗
制
寺
法
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
年
八
月
一
一
日
に
発
令
さ
れ
た
太
政
官

布
達
第
一
九
号
第
四
条
に
お
い
て
、「
管
長
ハ
各
其
立
教
開
宗
ノ
主
義
ニ
由
テ
左
項
ノ
条
規
ヲ
定
メ
、
内
務
卿
ノ
認
可
ヲ
得
可
シ
、（
中
略
）

一
宗
制
、
一
寺
法
」、
仏
教
各
宗
派
管
長
は
宗
制
寺
法
を
定
め
て
内
務
卿
の
認
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う

も
の
で
あ
る
。「
天
台
宗
宗
制
寺
法
」
で
は
、
大
学
林
の
総
則
や
試
験
法
、
寺
格
や
住
職
の
任
免
な
ど
が
詳
細
に
定
義
さ
れ
て
お
り
、
宗

派
自
治
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
た
。

芦
津
は
、
明
治
一
八
年
七
月
に
明
道
協
会
の
職
を
辞
し
て
大
内
青
巒
の
助
手
と
な
り
、『
明
教
新
誌
』
の
編
集
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
以
降
は
、
西
日
本
を
中
心
に
天
台
宗
の
末
寺
を
巡
廻
し
て
布
教
活
動
を
行
っ
た
。
例
示
す
れ
ば
、
同

年
四
月
か
ら
は
山
陽
山
陰
地
方
を
巡
教
し
て
お
り
、
五
月
二
八
日
の
松
江
で
の
布
教
で
は
「
聴
衆
四
千
余
名
に
て
堂
上
堂
下
立
錐
の
地
も

無
き
に
至
る
」
と
多
く
の
聴
衆
を
集
め
て
い
る
。
明
道
協
会
や
『
明
教
新
誌
』
で
の
活
動
経
験
は
、
芦
津
の
布
教
者
と
し
て
の
能
力
を
大

き
く
向
上
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

天
台
宗
務
庁
は
こ
の
よ
う
な
芦
津
の
実
力
を
認
め
、
明
治
一
九
年
九
月
一
七
日
に
総
本
山
布
教
課
勤
務
を
命
じ
た
。
翌
日
に
は
久
邇
宮

親
王
に
謁
見
し
、
崇
叡
会
全
国
布
教
総
理
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
芦
津
は
天
台
宗
に
お
け
る
布
教
勧
進
活
動
の
中
枢
を
担
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

２　
『
真
正
哲
学
殺
活
自
在
論
』
の
内
容

（
１
）　

各
編
の
概
要

当
該
期
に
お
け
る
芦
津
の
主
著
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
『
真
正
哲
学
殺
活
自
在
論
』
は
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
教
学
書
院
よ
り

発
行
さ
れ
た
。
販
売
の
取
扱
所
は
天
台
宗
務
庁
文
書
課
で
あ
る
。
荻
野
独
園
が
序
文
を
寄
稿
し
て
い
る
こ
と
、『
殺
活
自
在
論
』
と
い
う

書
名
、
自
序
に
お
い
て
「
随
処
為
主
、
立
処
皆
真
」
な
ど
『
臨
済
録
』
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
臨
済
禅

（25） 

（26） 

（27） 

（28） 

（29） 

（30） 

芦津実全と『真正哲学殺活自在論』 　46



の
立
場
か
ら
の
叙
述
が
目
立
つ
書
籍
で
あ
る
。

表
３
に
『
真
正
哲
学
殺
活
自
在
論
』
の
章
立
て
を
示
し
た
。
全
体
は
五
編
に
分
か
れ
て
い
る
が
、第
二
編
が
「
理
致
」、第
三
編
が
「
事
」、

第
四
編
が
「
理
事
無
碍
」、
第
五
編
が
「
事
々
無
碍
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
編
名
は
華
厳
教
学
の
四
法
界
に
依

拠
し
て
付
け
ら
れ
て
い
る
。

各
編
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
第
一
編
は
編
名
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
第
一
章
「
寂
滅
」
で
寂
滅
＝
悟
り
が
「
虚
無

の
空
理
」
で
は
な
く
「
即
今
ぴ
ち
〳
〵
と
、
活
き
て
居
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
二
章
「
人
権
」
で
古
代
イ
ン
ド
の
階
級
制
度
を
釈
迦

が
否
定
し
た
と
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
代
社
会
に
お
け
る
仏
教
の
有
用
性
を
論
じ
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。

第
二
編
「
理
致
」
で
は
、
大
乗
仏
教
の
教
理
と
修
行
に
つ
い
て
の
理
論
的
枠
組
み
が
示
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
第
八
章
「
真
如
縁
起
」

の
冒
頭
で
「
一
法
と
は
、
則
ち
真
如
に
し
て
、
万
象
は
、
皆
其
の
影
な
り
、
而
し
て
色
と
心
と
、
互
に
照
発
す
」、
す
な
わ
ち
、
一
切
の

事
物
は
空
で
あ
る
こ
と
が
真
理
で
あ
り
、
心
の
認
識
作
用
に
よ
っ
て
事
物
は
顕
在
化
す
る
と
と
も
に
、
事
物
が
認
識
作
用
を
促
す
こ
と
で

心
は
心
と
し
て
成
り
立
つ
と
い
う
真
如
縁
起
説
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
第
一
五
章
「
進
修
」
で
、
修
行
を
「
教
乗
よ
り
入
る
者
」
が
行
う

四
種
三
昧
と
「
禅
門
よ
り
入
る
者
」
が
実
践
す
る
坐
禅
に
分
類
し
、
以
下
第
二
二
章
「
悟
後
の
消
息
」
ま
で
坐
禅
修
行
の
過
程
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
て
い
る
。

第
三
編
「
事
」
は
、
明
治
仏
教
界
に
つ
い
て
の
芦
津
の
現
状
認
識
が
主
た
る
内
容
で
あ
る
。
第
二
五
章
「
各
宗
派
の
起
源
及
び
略
史
」・

第
二
六
章
「
本
尊
弁
」
で
日
本
に
お
け
る
仏
教
一
一
宗
の
沿
革
お
よ
び
各
宗
本
尊
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
第
二
七
章
「
仏
教
の
盛
衰
興

廃
」
で
仏
教
東
漸
の
歴
史
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
第
三
五
章
「
法
務
及
び
教
務
」
か
ら
第
三
九
章
「
公
認
教
」
ま
で
は
明
治
期
に
お
け

る
仏
教
教
団
組
織
と
国
家
と
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て
の
解
説
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
第
三
編
で
は
、
近
代
社
会
で
仏
教
を
如
何
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
第
一
編
と
同
様
の
問
題
意
識
に
基
づ
い
た
以
下
の
三
つ
の

論
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
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表３ 『真正哲学殺活自在論』の内容

編名 章名 頁
第1編 釈教の本領 第1章 寂滅 1～7

第2章 人権 7～13
第3章 義務 13～17

第2編 理致 本光 第4章 心の実体 17～25
第5章 智慧 25～27
第6章 慈悲 27～29
第7章 勇気 29～33

現象 第8章 真如縁起 33～35
第9章 仏の実体 35～45
第10章 神の実体 45～54
第11章 物の実体 54～59
第12章 仏界 59～60
第13章 魔界 60～61
第14章 殺活自在 61～66

正修 第15章 進修 66～71
第16章 退歩 71～72
第17章 現境 72～74
第18章 実証 75～86
第19章 修証一如 86～89
第20章 霊光不昧 89～93
第21章 成仏 93～100
第22章 悟後の消息 100～100
第23章 断常二見 100～105
第24章 性相二学派の起源并に結果 105～107

第3編 事 建立法の旨を弁ず 第25章 各宗派の起源及び略史 108～119
第26章 本尊弁 119～122
第27章 仏教の盛衰興廃 122～126
第28章 荘厳浄土の説 126～132
第29章 大小乗の区別 132～136
第30章 情感・智力 136～140
第31章 不可思議 140～146
第32章 信心の理由 146～147
第33章 仏教と儒教との異を簡む 147～156

156～162第34章 仏教と基督教との異を簡ふ
第35章 法務及び教務 162～164
第36章 本末の関係 164～165
第37章 檀信徒の関係 166～167

政治法律的に対する仏教 第38章 国教 167～169
第39章 公認教 169～171
第40章 社交上に対する仏教の義務 172～172
第41章 四恩 173～178
第42章 十善 178～180

第4編 理事無碍 理論実際併行論 第43章 一心三観の活作用 180～197
第44章 無中の一路 197～198
第45章 真俗交徹 198～200
第46章 調和 200～201
第47章 博愛 201～203
第48章 忍辱 203～204
第49章 道徳 205～205
第50章 仏教者が国家に対する義務 205～207
第51章 婦人教育 208～210
第52章 生存競争に就て 210～213
第53章 英米仏三国の仏教 213～216
第54章 力遊 216～217

文学上に対する仏教 第55章 仏教文学の位置 217～220
第56章 西洋哲学に対する仏教 220～223
第57章 仏教八識三身四智の弁 223～233
第58章 万象を剖斥し心性を開決する 233～238

ハ楞厳に在り
第5編 事々無碍 全堤全活を以て社会を利益す 第59章 宗通説通 238～240

第60章 両刃交鋒 240～244
第61章 普門示現の利益 244～245
第62章 将来弘通の大事 245～246
第63章 究竟涅槃 246～247
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一
点
目
は
、
第
二
編
で
論
じ
ら
れ
た
真
如
縁
起
説
と
坐
禅
に
よ
る
悟
り
を
芦
津
は
仏
教
の
本
質
と
見
て
お
り
、
第
二
八
章
「
荘
厳
浄
土

の
説
」
で
浄
土
信
仰
を
「
己
心
の
実
体
を
捨
て
、
影
法
師
の
阿
弥
陀
の
袖
に
す
が
り
附
か
ん
と
す
る
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
と
同
様
の
自

心
の
外
部
に
真
理
を
求
め
る
信
仰
と
し
て
、
第
二
九
章
「
大
小
乗
の
区
別
」
で
小
乗
仏
教
を
「
此
身
を
灰
に
し
此
智
を
滅
し
て
真
諦
に
称

ふ
と
云
ふ
に
至
る
」
と
い
う
灰
身
滅
智
の
思
想
と
し
て
排
撃
し
た
点
で
あ
る
。

二
点
目
は
、
西
洋
哲
学
全
般
と
仏
教
の
関
係
に
つ
い
て
、
第
三
一
章
「
不
可
思
議
」
に
お
い
て
「
大
体
釈
迦
の
教
ハ
微
妙
不
可
思
議
の

理
を
顕
ハ
し
て
、
西
洋
の
所
謂
哲
学
な
る
も
の
に
超
駕
せ
る
あ
り
」
と
論
じ
て
お
り
、「
人
智
の
本
源
」
を
究
明
す
る
西
洋
哲
学
よ
り
も

人
智
を
超
え
る
不
可
思
議
を
因
縁
因
果
の
道
理
か
ら
解
き
明
か
し
た
仏
教
の
方
が
人
間
本
具
の
心
性
に
到
達
し
て
い
る
と
評
価
し
た
点
で

あ
る
。

三
点
目
は
、
儒
教
・
キ
リ
ス
ト
教
と
の
比
較
か
ら
仏
教
の
優
位
性
を
述
べ
た
点
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
は
、
第
三
四
章
「
仏

教
と
基
督
教
と
の
異
を
簡
ふ
」
で
「
仏
教
ハ
因
縁
説
に
し
て
、
耶
教
は
造
化
説
な
り
」、「
神
が
創
造
説
は
到
底
戯
論
た
る
に
過
ぎ
ず
」
と

述
べ
て
お
り
、
神
を
絶
対
者
と
み
て
い
る
点
を
論
難
し
た
。
第
一
〇
章
「
神
の
実
体
」
で
も
、「
元
来
基
督
の
豪
傑
な
る
所
以
は
、
大
妄

想
を
起
し
て
、
宇
宙
万
有
の
外
に
神
あ
り
と
立
て
、
之
を
心
識
外
に
製
造
し
た
る
を
以
て
な
り
」
と
真
如
縁
起
説
に
基
づ
い
た
批
判
を
展

開
し
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
対
抗
意
識
は
本
書
の
様
々
な
箇
所
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

上
記
三
点
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
国
粋
主
義
が
勃
興
し
た
明
治
二
〇
年
代
に
仏
教
の
哲
学
的
形
成
を
目
指
し
た
井
上
円
了
の
影
響
を
明

ら
か
に
受
け
て
い
る
。
池
田
英
俊
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
井
上
は
主
著
の
一
つ
で
あ
る
『
真
理
金
針
』
で
、
①
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
原
理

を
対
比
し
た
結
果
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
が
哲
学
・
理
学
の
真
理
と
合
致
し
な
い
と
い
う
理
由
で
キ
リ
ス
ト
教
を
破
斥
す
る
余
地
が
あ
る
こ

と
、
②
仏
教
は
聖
道
門
と
浄
土
門
の
両
面
を
有
し
て
お
り
、
開
明
と
い
う
時
代
に
対
応
す
る
に
は
聖
道
門
の
哲
学
を
体
系
化
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
を
唱
え
た
。
池
田
が
述
べ
る
よ
う
に
『
真
理
金
針
』
は
『
明
教
新
誌
』
に
連
載
さ
れ
た
論
説
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の

時
期
に
『
明
教
新
誌
』
の
編
集
に
関
わ
っ
て
い
た
芦
津
は
井
上
の
論
説
を
熟
読
し
た
は
ず
で
あ
る
。

（31） 
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第
四
編
「
理
事
無
碍
」
は
、
前
半
部
分
の
副
題
が
「
理
論
実
際
併
行
論
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
第
二
編
・

第
三
編
の
内
容
を
踏
ま
え
て
仏
教
者
が
実
践
す
べ
き
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
第
五
篇
「
事
々
無
碍
」
は
、
全
体
の
結
論
と
し
て
衆
生
済
度

を
説
い
て
い
る
。

（
２
）　

天
台
・
臨
済
両
宗
修
行
比
較
論

『
真
正
哲
学
殺
活
自
在
論
』
の
最
大
の
論
点
は
、
一
七
頁
と
い
う
紙
幅
が
費
や
さ
れ
て
い
る
第
四
編
第
四
三
章
「
一
心
三
観
の
活
作
用
」

で
展
開
さ
れ
た
天
台
・
臨
済
両
宗
に
お
け
る
修
行
の
比
較
論
で
あ
る
。
芦
津
に
と
っ
て
、「
一
心
三
観
の
活
作
用
」
は
「
理
論
実
際
併
行
論
」

の
鍵
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

議
論
の
前
提
と
し
て
、
第
二
篇
第
四
章
「
心
の
実
体
」
で
、
両
宗
に
お
け
る
心
の
実
体
を
認
識
す
る
方
法
論
と
し
て
「
教
家
に
ハ
、
教

観
二
門
と
て
、
道
を
明
ら
む
る
の
指
南
あ
り
、
教
ハ
学
問
に
し
て
、
観
は
思
慮
な
り
、
禅
宗
に
ハ
、
初
め
よ
り
教
外
別
伝
不
立
文
字
と
て
、

教
意
を
外
に
し
て
、
直
に
心
を
明
ら
め
し
む
、
即
ち
見
性
の
端
的
を
理
致
と
名
け
、
次
に
機
関
、
次
に
向
上
と
、
三
段
落
を
分
け
て
了
簡

す
」、
す
な
わ
ち
、
教
相
と
観
心
を
両
輪
双
翼
と
す
る
教
家
（
天
台
宗
）
の
考
え
方
と
、
理
致
→
機
関
→
向
上
と
い
う
公
案
体
系
に
基
づ

い
た
臨
済
宗
の
修
行
過
程
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
第
四
三
章
で
は
「
三
観
ハ
一
心
の
体
用
に
し
て
、
三
諦
円
融
一
三
三
一
な
り
、
空
仮
ハ
劣
に
し
て
中
道
ハ
勝
れ
た
る
に
非

ず
、
乃
ち
衆
生
陰
妄
の
一
念
に
此
三
諦
を
具
足
し
て
、
始
よ
り
缺
減
な
し
、
然
れ
ど
も
日
用
三
観
を
事
上
に
扱
ふ
て
自
在
に
殺
活
す
る
に

非
れ
ば
、
只
是
れ
木
地
の
理
即
仏
に
し
て
、
何
の
働
き
も
作
さ
ゝ
る
な
り
、
今
の
円
頓
行
者
ハ
三
観
体
一
互
具
互
融
の
有
様
を
承
知
し
な

が
ら
、
兎
角
に
用
ゆ
る
一
段
に
至
て
は
、
事
々
無
碍
な
る
こ
と
能
は
ず
」
と
述
べ
て
お
り
、
一
心
三
観
の
内
容
を
説
明
す
る
と
と
も
に
天

台
宗
僧
侶
の
観
心
が
不
充
分
で
あ
る
点
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
法
相
名
相
に
執
着
す
る
者
ハ
、
文
学
を
追
廻
は
し
て
離
す
こ
と
能

は
ず
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
教
相
に
執
着
す
る
知
識
偏
重
の
姿
勢
が
原
因
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
教
相
と
観
心
を
相
応
さ
せ
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る
捷
徑
と
し
て
、
曹
洞
宗
の
始
祖
洞
山
良
价
が
修
行
者
の
禅
体
験
を
正
中
偏
・
偏
中
正
・
正
中
来
・
兼
中
至
・
兼

中
到
の
五
段
階
に
分
け
て
偈
頌
で
表
現
し
た
「
洞
山
五
位
頌
」（
表
４
参
照
）
に
依
拠
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
の
で

あ
る
。

平
田
高
士
は
、「
洞
山
五
位
頌
」
に
つ
い
て
「
無
体
系
な
禅
思
想
の
中
に
あ
っ
て
き
わ
め
て
体
系
的
な
施
設
方
便

で
あ
る
」
と
し
、
臨
済
宗
に
お
い
て
も
修
行
者
の
看
話
工
夫
が
あ
る
程
度
熟
す
る
と
「
洞
山
五
位
頌
」
に
よ
っ
て

自
己
の
体
験
を
整
理
さ
せ
る
と
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
田
は
上
記
の
五
段
階
の
経
験
に
つ
い
て
、「
正
」
が
仏

法
上
の
理
、「
偏
」
が
理
に
対
す
る
事
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
次
の
よ
う
な
解
説
を
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

①
正
中
偏
＝
一
切
皆
空
本
来
無
物
と
徹
見
し
た
と
こ
ろ
か
ら
改
め
て
一
切
現
象
を
見
る
状
態
、
②
偏
中
正
＝
順
逆

の
世
界
に
住
し
て
そ
れ
を
壊
す
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
で
実
は
一
切
皆
空
で
あ
る
状
態
、
③
正
中
来
＝
偏
正
一
如

よ
り
出
で
来
る
慈
悲
行
を
開
示
す
る
状
態
、
④
兼
中
至
＝
前
三
位
を
さ
ら
に
徹
底
し
て
大
機
大
用
を
行
ず
る
状
態
、

⑤
兼
中
到
＝
「
正
」
も
「
偏
」
も
何
物
も
な
く
、
平
凡
そ
の
も
の
で
あ
り
悟
り
の
痕
跡
す
ら
留
め
な
い
状
態
、
で

あ
る
。

芦
津
は
、「
天
台
ハ
初
よ
り
実
相
を
観
せ
し
め
、
一
色
一
香
無
非
中
道
の
理
に
達
せ
し
む
る
も
、
空
に
依
て
執
有

の
見
を
破
し
、
仮
に
依
て
帯
空
の
心
を
滅
す
る
の
観
を
用
ひ
ざ
れ
ば
、
一
心
三
観
の
真
性
を
徹
見
す
る
こ
と
能
は

ざ
る
な
り
」
と
述
べ
て
お
り
、
空
観
→
仮
観
→
中
観
と
段
階
を
踏
ま
ず
に
三
観
を
一
心
に
融
合
す
る
こ
と
を
求
め

る
天
台
止
観
の
難
し
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
洞
山
五
位
頌
」
の
五
段
階
を
、
①
正
中
偏
を
空
観
、
②

偏
中
正
を
仮
観
、
③
正
中
来
を
「
我
が
六
即
に
配
当
す
れ
ば
当
に
分
証
即
」、「
円
教
の
初
住
に
身
を
百
界
に
現
し

八
相
成
道
し
て
広
く
群
生
を
済
度
す
」、
④
兼
中
至
を
「
我
が
教
理
に
判
す
れ
ば
乃
ち
円
教
の
二
住
已
下
行
向
地
を

経
て
、
等
覚
の
位
に
入
る
当
体
」、
⑤
兼
中
到
を
「
究
竟
即
に
し
て
妙
覚
の
位
に
当
る
」
と
、
天
台
教
学
に
お
け
る

（32） 
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表１ 明治14年から同16年までの『明教新誌』上の芦津の論説

№ 論題 掲載号

1 寂滅弁（第1篇～第2篇） 1219～1221、1347～1350、1352、1353

2 読西山夜話有感 1224～1225

3 報恩説 1234～1241

4 再読西山夜話 1249～1250

5 明治十四年除夕説話 1264～1267

6 摩訶止観現益論（第1篇～第6篇） 1297～1298、1300～1302、1363、1364、1366、1417、1419、14

21、1423、1425、1426、1428、1430、1432、1434

7 実相円随沙弥小伝 1362

8 清国仏法の現況を報す 1437～1439、1441、1443、1445、1447

9 聞日本宗教新誌発兌書感 1449、1451

10 荅谷井宗右衛門氏 1453、1455

11 答美山式氏 1458、1460、1462、1464、1468、1470

12 宗教の盛衰は教師の勤情に在る 1476、1477

を論ず

13 縮刷大蔵経竣功の日を俟つ 1490、1491

14 読天台宗教意書感 1500、1502

表２ 「摩訶止観現益論」の内容

章立て 掲載号 内容

序 1297 執筆の動機

第１篇 1298、1300～1302 天台止観の概要と歴縁対境止観についての解説

第２篇 1363、1364、1366 五略（発大心・修大行・感大果・裂大綱・帰大処）の

要旨と発大心についての解説

第３篇 1417、1419、1421、1423、1425、 修大行についての解説であり、四種三昧を常坐三昧(1

1426、1428、1430、1432、 417、1419)→常行三昧(1421)→半行半坐三昧(1423)→

非行非坐三昧(1425～1432)の順で説明

第４篇 1434 感大果についての解説

第５篇 1434 裂大綱についての解説

第６篇 1434 帰大処についての解説

表４ 洞山五位頌

正中偏 三更初夜月明の前、怪しむ莫れ相逢うて相識らず、隠々として猶旧日の妍を懐く

偏中正 失暁の老婆古鏡に逢う、分明覿面別に真無し、争奈でか頭に迷うて還って影を認めん

正中来 無中に路有り塵埃を隔つ、但だ能く当今の諱に触れず、也た前朝断舌の才に勝れり

兼中至 両刃鋒を交えて避くることを須いず、好手猶お火裏の蓮の如し、宛然自ら衝天の気有り

兼中到 有無に落ちず誰か敢えて和せん、人々尽く常流を出でんと欲す、折合還って炭裏に帰して坐す

※平田高士「洞山五位頌」（『講座禅』6、筑摩書房、1968年）から引用
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菩
薩
の
階
位
や
六
即
の
各
段
階
な
ど
に
比
定
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、「
洞
山
五
位
頌
」
を
活
用
し
な
け
れ
ば
段
階
を
踏
ん
だ
観
心
が
で
き
な
い
と
す
る
芦
津
の
主
張
は
、
天
台
教
学
・
天
台
止
観

の
基
本
的
な
考
え
方
に
反
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
関
口
真
大
が
明
示
し
た
よ
う
に
、
天
台
智
顗
は
仏
教
の
あ
ら
ゆ
る
経
典

を
①
三
観
の
円
融
を
示
す
円
教
、
②
一
心
三
観
を
隔
別
し
て
空
→
仮
→
中
と
次
第
し
て
説
明
す
る
別
教
、
③
次
第
し
て
説
く
た
め
に
最
初

の
空
観
に
重
点
を
置
い
た
通
教
、
④
そ
も
そ
も
諸
法
が
空
な
る
こ
と
を
分
析
し
た
蔵
教
と
分
類
し
、
蔵
教
→
通
教
→
別
教
→
円
教
と
被
接

し
て
い
く
教
理
の
構
造
を
説
い
た
の
で
あ
り
、
天
台
宗
で
は
そ
の
よ
う
な
体
系
性
を
持
つ
教
相
を
踏
ま
え
た
上
で
の
観
心
を
重
視
し
て
き

た
か
ら
で
あ
る
。
本
書
に
お
け
る
芦
津
の
天
台
止
観
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
右
の
よ
う
な
伝
統
的
理
解
か
ら
敢
え
て
逸
脱
し
て
臨
済
禅
の

有
効
性
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

お
わ
り
に

天
台
止
観
と
達
磨
禅
と
の
比
較
研
究
に
お
い
て
優
れ
た
業
績
を
残
し
た
関
口
真
大
は
、「
禅
宗
は
、
一
尺
の
も
の
さ
し
の
裏
を
示
し
て

こ
の
一
尺
を
見
よ
と
い
い
、
天
台
は
、
そ
の
表
を
示
し
て
こ
の
一
尺
を
見
よ
と
い
う
ご
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
が
あ
る
、
と
い
う
古
人

の
評
言
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
不
立
文
字
、
教
外
別
伝
を
標
榜
す
る
達
磨
禅
に
対
し
て
、
天
台
止
観
は
整
然
と
観
心
の
方
法
論
を
論

じ
て
い
る
と
す
る
の
が
両
者
の
関
係
性
に
お
け
る
一
般
的
な
評
価
で
あ
る
。

し
か
し
、
明
治
一
〇
年
代
に
『
摩
訶
止
観
』
を
祖
述
す
る
論
説
を
書
い
て
い
た
芦
津
は
、
明
治
二
〇
年
代
に
入
る
と
天
台
・
臨
済
両
宗

の
修
行
比
較
論
に
お
い
て
右
の
よ
う
な
一
般
的
評
価
を
逆
転
さ
せ
、「
洞
山
五
位
頌
」
で
段
階
的
な
修
行
の
あ
り
方
を
説
い
て
い
る
臨
済

禅
を
優
位
と
す
る
思
想
を
展
開
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
芦
津
の
思
想
を
こ
の
よ
う
に
変
質
さ
せ
た
理
由
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。

（33） 
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「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
神
仏
分
離
令
の
発
令
と
そ
れ
に
伴
う
廃
仏
毀
釈
の
た
め
に
、
天
台
宗
の
組
織
基
盤
は
大
き
く
傷

つ
い
た
。
崇
叡
会
の
発
足
理
由
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
延
暦
寺
の
伽
藍
も
荒
廃
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
は
、延
暦
寺
に
お
け
る
教
学
・

修
行
の
諸
活
動
を
萎
縮
さ
せ
、「
玄
妙
を
口
に
し
、
心
を
説
き
性
を
説
く
ハ
則
ち
得
た
り
と
雖
ど
も
奈
何
せ
ん
発
転
の
一
着
を
缺
く
」（『
真

正
哲
学
殺
活
自
在
論
』
第
四
三
章
）
僧
侶
を
生
み
出
す
と
同
時
に
、
地
方
寺
院
に
お
い
て
も
布
教
活
動
が
停
滞
す
る
原
因
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

芦
津
は
、
崇
叡
会
全
国
布
教
総
理
と
し
て
西
日
本
各
地
で
布
教
勧
進
を
行
っ
た
。
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
岡
山
地
方
を
巡
回
し

た
と
き
の
記
録
「
循
海
教
報
」
で
は
、「
美
作
地
方
は
津
山
を
初
め
と
し
て
随
分
外
教
は
侵
入
す
る
も
、
台
門
の
諸
師
の
中
に
は
間
々
布

教
に
怠
り
、
恬
と
し
て
顧
み
さ
る
は
是
れ
如
何
な
る
旨
意
な
る
ぞ
や
」
と
、
キ
リ
ス
ト
教
が
浸
透
す
る
状
況
に
あ
り
な
が
ら
布
教
を
怠
っ

て
い
る
天
台
宗
僧
侶
の
実
態
を
嘆
く
文
章
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
一
二
月
二
七
日
付
の
天
台
宗
務
庁
告
諭
で
は
、「
爰
に
吾
宗
の
如

き
は
諸
家
に
先
つ
て
開
宗
尤
も
旧
し
と
雖
も
、
中
古
時
運
の
変
遷
に
由
て
衰
微
を
極
め
、
本
末
の
事
情
壅
隔
す
る
よ
り
、
或
は
宗
意
の
安

心
を
誤
認
し
、
度
生
の
本
分
を
忘
却
し
て
、
動
も
す
れ
ば
昭
代
の
新
世
界
に
立
て
社
会
に
度
外
視
せ
ら
る
ゝ
の
結
果
を
招
く
に
至
る
」
と
、

天
台
宗
は
衰
微
を
極
め
て
お
り
、
宗
意
や
衆
生
済
度
と
い
う
本
分
を
忘
れ
去
っ
て
い
る
の
で
、
新
時
代
の
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
危
機
感
が
露
わ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
当
該
期
に
お
け
る
天
台
宗
の
実
情
で
あ
っ
た
。

芦
津
は
、
天
台
宗
の
組
織
拡
張
に
奮
闘
す
る
過
程
で
教
団
を
取
り
巻
く
現
実
に
大
き
な
懸
念
を
抱
い
た
結
果
、
伝
統
的
な
天
台
教
学
・

天
台
止
観
の
理
解
に
依
拠
し
た
布
教
活
動
に
限
界
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
芦
津
の
経
歴
に
お
い
て
は
、
若
き
日
に
荻
野
独
園

に
相
見
し
て
以
降
の
参
禅
経
験
が
重
要
な
位
置
を
示
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
停
滞
す
る
天
台
宗
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
、
臨
済
禅
の

方
法
論
に
基
づ
い
て
天
台
教
学
・
天
台
止
観
の
解
釈
を
組
み
替
え
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
た
こ
と
が
、
彼
の
思
想
を
転
回
さ
せ
る
理
由
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
思
想
の
変
化
に
は
、
明
道
協
会
の
活
動
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
明
治
前
期
に
お
け
る
仏
教
界
の
通
仏
教

的
な
動
き
の
中
で
、
宗
派
を
超
え
た
活
動
を
体
験
し
た
こ
と
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。

（35） 
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そ
の
後
の
芦
津
は
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
万
国
宗
教
会
議
に
出
席
し
、
同
三
一

年
（
一
八
九
八
）
に
天
台
宗
の
僧
籍
を
離
脱
し
て
臨
済
宗
に
移
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
芦
津
の
行
動
と
思
想
の
展
開
に
つ
い
て
は
今
後

の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

注（　

）�

拙
著
『
近
世
の
天
台
宗
と
延
暦
寺
』（
法
蔵
館
、
二
〇
二
〇

年
）。

（　

）�

星
野
靖
二
「
明
治
十
年
代
に
お
け
る
あ
る
仏
基
論
争
の
位

相
―
高
橋
五
郎
と
芦
津
実
全
を
中
心
に
―
」（『
宗
教
学
論

集
』
二
六
、二
〇
〇
七
年
）、
頼
松
瑞
生
「
芦
津
実
全
の
憲

法
論
」（『
東
京
電
機
大
学
総
合
文
化
研
究
』

一
七
、二
〇
一
九
年
）。

（　

）�

能
仁
晃
道
訓
注
『
訓
読
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
下
（
禅
文
化

研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
）。

（　

）�

註
（
３
）
前
掲
能
仁
訓
注
書
。

（　

）�

池
田
英
俊
『
明
治
仏
教
教
会
・
結
社
史
の
研
究
』（
刀
水

書
房
、
一
九
九
四
年
）。

（　

）�「
明
道
協
会
福
田
衆
規
約
」（『
明
教
新
誌
』
一
六
一
六
号
）

に
お
い
て
は
、
第
一
条
で
「
仏
道
各
宗
僧
侶
に
し
て
本
会

に
加
盟
す
る
も
の
を
福
田
衆
と
称
す
」、
第
二
条
で
「
福

田
衆
の
内
、
道
徳
知
識
の
衆
に
卓
越
し
て
人
天
の
模
範
と

な
る
に
堪
へ
た
る
老
宿
を
挙
げ
て
本
会
の
導
師
と
な
す
こ

と
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（　

）�『
明
教
新
誌
』
一
六
四
二
号
。

（　

）�『
明
教
新
誌
』
一
六
四
四
号
。

（　

）�

京
都
仏
教
各
宗
連
合
会
編
『
新
編
大
蔵
経
―
成
立
と
変
遷

―
』（
法
蔵
館
、
二
〇
二
〇
年
）。『
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
』

は
、
明
治
一
四
年
か
ら
同
一
八
年
ま
で
の
四
年
の
歳
月
を

か
け
て
四
一
九
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。

（　

）�『
明
教
新
誌
』
九
六
八
号
。

（　

）�『
明
教
新
誌
』
一
一
二
七
号
、
一
一
二
九
号
。

（　

）�『
明
教
新
誌
』
一
一
三
二
号
。

（　

）�『
明
教
新
誌
』
一
一
五
五
号
。
天
台
宗
か
ら
は
、
芦
津
以

外
に
岩
本
栄
中
・
桜
木
谷
慈
薫
が
選
出
さ
れ
た
。

（　

）�

関
口
真
大
校
注
『
摩
訶
止
観
─
禅
の
思
想
原
理
─
』
上
・

下
（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
六
年
）。

（　

）�

関
口
真
大
訳
註
『
天
台
小
止
観
』（
岩
波
文
庫
、

一
九
七
四
年
）。

（　

）�
今
枝
愛
真
『
増
補
改
訂
版
禅
宗
の
歴
史
』（
至
文
堂
、

一
九
八
六
年
）、竹
貫
元
勝
『
日
本
禅
宗
史
』（
大
蔵
出
版
、

一
九
八
九
年
）、
拙
著
『
近
代
化
す
る
金
閣
─
日
本
仏
教

（37） 
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教
団
史
講
義
─
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
八
年
）。

（　

）�
芳
澤
勝
弘
訳
注
『
遠
羅
天
釜
』（
禅
文
化
研
究
所
、

二
〇
〇
一
年
）。

（　

）�
註
（
17
）
前
掲
芳
澤
訳
注
書
。

（　

）�『
明
教
新
誌
』
九
七
三
号
。

（　

）�『
明
教
新
誌
』
九
九
七
号
、
一
〇
〇
一
号
。

（　

）�『
明
教
新
誌
』
一
〇
二
六
号
。

（　

）�

渋
谷
慈
鎧
編
『
校
訂
増
補
天
台
座
主
記
』（
第
一
書
房
、

一
九
七
三
年
）。

（　

）�『
明
教
新
誌
』
一
四
三
八
号
。

（　

）�『
明
教
新
誌
』
一
七
〇
五
号
。

（　

）�『
明
教
新
誌
』
一
九
〇
九
号
、
一
九
一
〇
号
、
一
九
一
二

号
～
一
九
二
一
号
、
一
九
二
三
号
～
一
九
三
〇
号
。

（　

）�

梅
田
義
彦
『
改
訂
増
補
日
本
宗
教
制
度
史
』
近
代
篇
（
東

宣
出
版
、
一
九
七
一
年
）。

（　

）�『
明
教
新
誌
』
一
八
八
二
号
。

（　

）�

芦
津
は
、『
明
教
新
誌
』に
こ
の
時
の
巡
教
記
録
で
あ
る「
山

陽
日
誌
」・「
山
陰
日
誌
」
を
寄
稿
し
て
い
る
（『
明
教
新
誌
』

二
〇
四
四
号
、
二
〇
四
六
号
、
二
〇
四
八
号
～
二
〇
五
〇

号
、
二
〇
五
三
号
、
二
〇
五
六
号
～
二
〇
五
八
号
、

二
〇
六
〇
号
）。

（　

）�『
明
教
新
誌
』
二
〇
五
〇
号
。

（　

）�『
明
教
新
誌
』
二
一
〇
〇
号
。

（　

）�

池
田
英
俊
『
明
治
の
新
仏
教
運
動
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
六
年
）。

（　

）�

平
田
高
士
「
洞
山
五
位
頌
」（
鈴
木
大
拙
監
修
・
西
谷
哲

治
編
『
講
座
禅
』
六
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
）。

（　

）�

関
口
真
大
『
天
台
止
觀
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、

一
九
六
九
年
）。

（　

）�

註
（
14
）
前
掲
関
口
真
大
校
注
書
。

（　

）�『
明
教
新
誌
』
二
二
七
九
号
。

（　

）�『
明
教
新
誌
』
二
三
一
二
号
。

（　

）�

註
（
３
）
前
掲
能
仁
訓
注
書
。
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